











































米、大豆）の中から関連する語を選択式で求めた。野菜 ･ いも類、果物 ･ 種実類、魚介類の出回り期 
（店頭での販売）について、春 ･ 夏 ･ 秋 ･ 冬 ･ 年中の中から選択式で回答を求めた。出回り期は、名古
屋市中央卸売市場年報2003～2005年版 1 ）の 3 年間の月別食品取扱量を資料とし、春夏秋冬の四季
に分類して集計した。四季については 3 ～ 5 月「春」、 6 ～ 8 月「夏」、 9 ～11月「秋」、12～ 2 月
「冬」とした。その結果を伊藤和枝等 2 ）を参考に、取扱量の一番多い季節を「10」とし、その他の
季節の取扱量より指数を求め、「5」以上を出回り期とした。その出回り期を正解とした。回答者の
データー解析には Excel 統計 Ver.5.0を用いた。
結果および考察
1 ．食品の購入 ･ 情報、調理等










を購入に行く頻度を43.1％が「週 1 ～ 2 回」と回
答した。次に27％が「週 3 ～ 4 回」であった。し
たがって、70％の学生が 1 週間に 1 回以上食品を
購入に行っている。食品を購入に行く頻度に有意
差が認められた（p ＜0.01）。食品を購入に行くこ




2 位「スーパーマーケット」とともに70％前後であった。 3 位「母」、 4 位「雑誌」であった。情








年齢 18歳 227 91.2 
19歳 20 8.0 
20歳 1 0.4 

















次に「毎日」している学生が33.0％であった。週 3 ～ 4 回を加えると、一週間のうちに調理あるい
は手伝いをしていた学生は81.6％になる。一方「月 1 ～ 2 回」「ほとんどしない」が18.4％である。
照井等が 4 年制大学管理栄養士専攻 3 年生の調査 3 ）の中で、食事作りの体験が、献立作成の構成
要素となる食品や料理の知識の習得に関係し、食生活の中に適応する能力を持つと考えると報告し















週 3 ～ 4 回 27
週 1 ～ 2 回 43.1














調理あるいは調理の手伝い頻度 毎日 33.0 
週 3 ～ 4 回 14.9
週 1 ～ 2 回 33.7














































































































いも類、果物 ･ 種実類、魚介類の出回り期を表 6 に、学生が回答した出回り期を表 7 に示す。ねぎ
の出回り期は「年中」である。学生の77.1％が出回り期を「年中」と回答した。次に多い「冬」と































































表 ７ 　野菜 ･ 果物 ･ 魚の出回り時期
　　　　　　　　　　　（学生回答 ２ 位まで） n=249
％
食　品 出回り期
ねぎ 年中 77.1 冬 13.3
じゃがいも 年中 69.5 秋 8.4
レタス 年中 61.4 春 18.5
ピーマン 年中 60.6 夏 31.3
キャベツ 年中 58.2 春 27.3
ブロッコリー 年中 58.2 春 15.3
大根 年中 57 冬 29.3
トマト 年中 55.4 夏 38.2
なす 年中 44.6 夏 34.9
かぼちゃ 年中 44.2 冬 16.5
さといも 年中 42.2 冬 20.5
さつまいも 年中 38.2 秋 37.3
菜の花 春 83.5 年中 7.2
とうがん 冬 59.8 夏 12.9
白菜 冬 50.6 年中 34.9
れんこん 年中 42.2 春 19.3
かぶ 冬 39.4 年中 23.7
カリフラワー 年中 37.3 春 21.7
小松菜 春 32.5 年中 26.1
すいか 夏 86.3 年中 7.2
くり 秋 85.1 年中 5.6
柿 秋 81.5 秋冬 7.6
メロン 夏 48.2 年中 26.1
もも 夏 40.2 秋 25.3
なし 秋 58.2 夏 21.3
いちご 春 58.2 年中 13.7
みかん 冬 53.4 年中 25.3
ぶどう 秋 47 夏 25.7
りんご 年中 45.4 秋 18.5
いちじく 夏 31.7 秋 29.7
さんま 秋 69.5 年中 15.3
たら 冬 45.4 年中 24.1
あさり 年中 39 夏 26.1
さわら 春 32.1 年中 21.7







































して 1 位に挙がっている。次に多い「年中」との有意差が認められた（p ＜0.01）。くりの出回り
期は「秋」である。学生の85.1％が「秋」と回答した。くりは柴田等の調査 5 ）で女子学生が「秋」











































り、食品を購入に行く頻度としては70％の学生が 1 週間に 1 回以上であった。食品の情報に90％
弱が興味をもっており、その食品の情報の取得先として「テレビ」「スーパーマーケット」と共
に70％前後であった。調理が「好き」な学生が80％強と高率であり、80％強の学生が調理あるい
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